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       北区自治協議会 会議概要 

令 和 元 年 度 第 6 回 北 区 自 治 協 議 会 

開催日時 令和元年 9月 19 日（木曜） 午後 1時 30 分～午後 2時 40 分 

会 場 北地区コミュニティセンター 2階大ホール 

出 席 者

委 員

神田征男、神田恭之、赤間松次、松田正實、五十嵐隆吉、本間藤雄、 

阿部勝幸、原義博、山賀好郎、清水博恭、樺山サト子、工藤真美、 

黒川美枝子、小林春香、澤玲子、菅原妙、相馬裕和、鶴巻ヨシ子、 

平松賢一、皆川英良、村山和夫、梅津玲子、本間久文 

計 23 人 

（欠席：小池静夫、渡邉万理子、本田正美、阿部美恵子、藤沢直子、

中嶋涼子、佐久間沙都美） 

＊敬称略 

事 務 局 等

〔北区役所関係〕 

区長、副区長兼地域総務課長（以下「副区長」）、区民生活課長、 

健康福祉課長、産業振興課長、建設課長、北出張所長、 

北区農業委員会事務局長、北下水道分室長、消防局北消防署長、 

北区教育支援センター所長、豊栄地区公民館主幹、 

地域総務課長補佐（2名）、課員 4人  

計 18 人  

内 容

1 開会  

会長あいさつ（略） 

2 報告事項 

(1)松浜海岸の環境整備と地域活性化事業 アキグミ植栽イベントの開催について 

◎報告資料 1に基づき、区長から説明が行われました。 

 神田征男委員より補足説明がありました。 

 →質問や意見等はありませんでした。 

(2) 住民バス・区バス実績について 

◎報告資料 2に基づき、副区長から説明が行われました。 

【主な質問・要望等】 

・この実績についてどのような認識を持っているか。またデマンド交通についても

触れるべき。 

→まずは存続すべきで考えている。限られた予算の中でダイヤの変更などどう

すれば利用が増えるか検討していく。デマンドについては後日資料を用意した

い。 

 ・収支率の違いについて 

  →区直営の区バス、市の補助金制度で住民団体が運行する住民バスでの違いが

ある。また、社会実験便は、初年度は本格運行便の 1/2 の収支率を存続ラインと

している。 
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内 容

 ・アンケート結果とは違い、利用が少なかったことの分析はしているか。 

  →ある程度の予測はあったが、非常に残念な結果となった。 

 ・社会実験便の廃止について住民の反応は 

  →沿線地域へは既に４回入り、説明を行っているが、利用は変わらない状況。 

  全区統一で決められた存続ラインであり、北区だけ特別とはいかない。 

 ・アンケートは信用できないと認識している。しかし浸透するには時間がかかる。

数ヶ月で廃止を決めてしまうのは、短すぎるのではないか。 

・他区で利用率が高いところを分析してみてはどうか。 

(3)部会の会議概要について 

◎報告資料 3に基づき、各部会長から説明が行われました。 

 →質問や意見等はありませんでした。 

3 その他 

(1)令和元年度「市長とすまいるトーク」について 

10 月 5 日(土)午後 3 時から北地区コミュニティセンターで行われます。申し込み不

要。積極的に参加をお願いします。 

(2)北区自治協議会委員研修会について 

10 月 24 日(木)午前 9時 30 分から松浜ひょうたん池、十二潟などを視察する予定。

(3)福島潟自然文化祭及び福島潟自然文化基金について 

 チラシに基づき五十嵐委員が説明を行いました。 

(4)ほっとコミュニケーション講座について 

 本間久文委員から案内がありました。 

◎次回協議会は 10 月 17 日（木曜）、午後 1時 30 分から開催。 

 会場は北地区コミュニティセンター 

4 閉会 

傍 聴 者 3人 

会議資料

等 

・令和元年度 第 6回北区自治協議会 次第 

報告資料 1：松浜海岸の環境整備と地域活性化事業 アキグミ植栽イベントの開催に

ついて 

報告資料 2：北区 住民バス・区バス実績について 

参考資料：北区区バスおらってのバスご利用案内 

報告資料 3：部会会議概要 

参考資料：第 22回福島潟自然文化祭チラシ 

参考資料：福島潟自然文化基金チラシ 

参考資料：江南区自治協議会通信 

参考資料：西区自治協議会広報誌「西区を豊かに」 

参考資料：チラシ ほっとコミュニケーション講座 


